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　　マ盃＿い

り活力あるまちづく

昭
和
六
十
三
年
度
施
政
方
針

　
第
二
百
三
十
三
回
白
石
市
議
会
定
例
会
が
、
三
月
七
日
か
ら
三
月
十
八

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
議
会
開
会
日
に
市
長
か
ら
、
昭
和
六
十
三
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
日
、
こ
こ
に
第
二
百
三
十
三
回

自
石
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
市

政
各
般
に
わ
た
る
私
の
所
信
を
申
し

述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の

方
が
た
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
末
、
我
が
国
政
府
は
昭
和
六

十
三
年
度
の
経
済
見
通
し
と
、
経
済

運
営
の
基
本
的
態
度
を
閣
議
了
解
い

た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
先

進
国
の
景
気
は
原
油
価
格
の
安
定
、

物
価
の
落
ち
つ
き
、
低
水
準
の
金
利
、

技
術
革
新
の
進
展
等
を
北
旦
尽
と
し
て
、

引
き
続
き
緩
や
か
に
拡
大
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
、
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
財
政
は
依
然
と
し
て

大
幅
な
不
均
衡
の
状
態
に
あ
る
と
分

析
し
、
経
済
の
景
気
回
復
二
年
目
の

局
面
に
お
け
る
足
取
り
を
、
確
実
な

も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
物
価

の
安
定
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
内
需
を

中
心
と
し
た
景
気
の
着
実
な
拡
大
を

図
り
、
持
続
的
な
安
定
成
長
を
達
成

し
、
　
雇
用
の
安
定
及
び
壊
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
、

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
の
景

気
は
、
こ
こ
数
年
来
低
迷
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
緩

や
か
な
が
ら
拡
大
い
た
し
て
お
り
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
税
収
の
面

で
顕
著
な
数
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
公
債

残
高
は
百
五
十
兆
円
を
超
え
、
利
払

費
が
歳
出
予
算
の
約
二
割
を
占
め
、

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
公
債
残
高
も

四
十
七
兆
円
を
超
え
る
な
ど
、
引
き

続
き
極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
に
お
け
る
一
般
地
方

債
の
残
高
も
年
々
上
昇
し
、
昭
和
六

十
二
年
度
末
に
は
五
十
九
億
円
を
超

え
、
昭
和
六
十
三
年
度
当
初
予
算
に

占
め
る
公
債
費
の
比
率
は
、
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
環
境
に

あ
っ
て
は
、
従
来
、
一
応
の
成
果
を

収
め
ま
し
た
行
政
改
革
を
さ
ら
に
進

め
、
行
政
の
役
割
を
見
直
す
と
と
も

に
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な
行
政
の

実
現
を
図
り
、
一
方
で
は
経
費
の

徹
底
し
た
節
減
合
理
化
と
、
反
面
、

社
会
経
済
情
勢
の
推
移
に
即
応
し
た

行
政
需
要
に
対
し
て
は
、
財
源
の
重

点
的
、
効
率
的
配
分
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
の
理
念
で
予
算
措
置
を
い
た

し
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
以
下
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

を
含
め
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
主
要

な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申

し
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

独
創
的
な

新
総
合
計
画
の
策
定

　
昨
年
か
ら
引
き
続
き
作
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
、
第
三
次
臼
石
市
総
合

計
画
の
策
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
六

名
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の
先
生

方
を
中
心
に
、
総
合
計
画
審
議
会
に

於
い
て
、
鋭
意
論
議
を
重
ね
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
並

び
に
グ
ル
ー
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
等

に
よ
り
、
市
民
の
意
向
を
十
分
に
踏

ま
え
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け

て
の
白
石
市
ら
し
い
独
創
的
な
総
合

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

教
育
施
設
の
整
備
と

市
民
プ
ー
ル
の
建
設

本
市
最
大
の
懸
案
で
あ
り
、
私
の

公
約
の
第
一
で
あ
り
ま
し
た
東
中
学

校
も
、
四
月
の
開
校
を
待
つ
ば
か
り

と
な
り
、
大
平
小
学
校
も
順
調
に
進

捗
し
、
一
年
間
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
頑

張
っ
た
六
年
生
の
卒
業
式
を
、
せ
め

て
新
し
い
体
育
館
で
挙
行
し
て
あ
げ

た
い
と
思
い
、
業
者
の
方
に
努
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
東
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ

ー
ル
を
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う
よ
う

建
設
す
る
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
白

石
中
学
校
の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま

す
。
昭
和
六
十
三
、
六
十
四
年
度
の

二
か
年
継
続
事
業
と
な
り
ま
す
が
、

中
心
地
の
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
新

し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た
学
校
を
造

り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
平
小
学
校
の
建
設
に
伴

う
通
学
路
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
幸

い
国
庫
補
助
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し

た
の
で
、
市
道
威
徳
寺
前
線
、
並
び

に
一
本
木
通
り
線
の
歩
道
を
含
め
、

昭
和
六
十
三
年
度
と
昭
和
六
十
四
年

度
の
二
か
年
で
、
整
備
を
い
た
し
、

児
童
の
通
学
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
面
で
は
、
市
民
の
要
望

が
一
番
強
い
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
に

向
け
、
地
質
調
査
と
ボ
ー
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
み
て
、
実
施

計
画
を
作
成
い
た
し
ま
す
。
こ
の
市

民
プ
ー
ル
は
、
通
年
利
用
可
能
な
温

泉
プ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
観
光
資
源
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都市基盤の整備と

と
し
て
の
機
能
を
も
果
た
し
、
地
域

振
興
の
起
爆
剤
と
す
べ
く
、
民
間
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

　
先
進
諸
外
国
に
お
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
が
、
下
水
道
事
業
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で

す
。
本
市
も
昭
和
五
十
年
着
工
以
来
、

幹
線
工
事
、
枝
線
埋
設
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か

ら
、
整
備
面
積
約
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
も
つ
て
、
一
部
供
用
を
開
始
い

た
し
ま
す
。
供
用
開
始
に
伴
い
ま
し

『塾壁愉曜癖噺

　　　　轟鮮・陰鞭懸騒　　　　　　　　岬

て
、
約
千
六
百
五
十
世
帯
が
そ
の
対

象
と
な
り
、
年
度
内
に
は
約
五
百
世

帯
が
水
洗
ト
イ
レ
化
、
排
水
設
備

を
整
え
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
は
引
き
続
き
郡
山

地
内
、
福
岡
長
袋
地
内
の
幹
線
工
事
、

外
河
原
地
内
準
幹
線
工
事
等
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
森
合
雁
狩
橋
線
の
国
道
四
号
バ
イ

パ
ス
ま
で
の
改
良
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
旧
国
道
四
号
か
ら
館
堀
ま
で

の
工
区
に
つ
い
て
の
用
地
単
価
が
発

表
さ
れ
、
一
部
買
収
に
着
手
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
三
年
度

に
は
、
大
幅
な
事
業
費
に
よ
り
、
バ

イ
パ
ス
ま
で
全
線
着
工
さ
れ
る
よ
う
、

議
会
の
特
別
委
員
会
共
々
、
建
設
省

は
じ
め
県
当
局
に
強
く
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
た
国
道
百
十
三
号
臼
石
工
区

の
改
良
工
事
、
並
び
に
、
小
原
苗
振

地
内
の
道
路
改
良
に
つ
き
ま
し
て
も
、

積
極
的
に
陳
情
活
動
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　
都
市
計
画
街
路
事
業
の
白
石
沖
中

河
原
線
は
、
引
き
続
き
寿
山
団
地
に

通
ず
る
市
道
寿
山
線
の
交
差
点
ま
で

の
、
三
百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
工
区
に

着
手
し
、
駅
東
部
地
域
の
活
性
化
と

交
通
緩
和
を
図
り
ま
す
。

　
臼
石
川
緑
地
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
既
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

野
球
場
、
公
認
の
陸
上
競
技
場
を
は
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じ
め
、
園
路
、
花
壇
等
が
完
成
し
、

市
民
か
ら
た
い
へ
ん
な
ご
好
評
を
得

て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
六
十
三
年
度

は
、
花
園
、
芝
生
広
場
、
親
水
池
等

水
と
親
し
め
る
公
園
と
し
て
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
で
は
、
仙
南
仙
塩
広

域
水
道
か
ら
の
受
水
に
対
応
す
る
た

め
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
、
第
四

次
拡
張
事
業
を
実
施
中
で
あ
り
ま
す

が
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
は
、
延
長

七
千
メ
ー
ト
ル
の
配
水
管
布
設
工
事

ノ

等
を
施
行
い
た
し
ま
す
。

白石中学校

　
企
業
誘
致
と

　
　
　
商
業
の
振
興

　
働
く
場
所
を
つ
く
り
、
人
口
の
増

を
図
り
な
が
ら
商
業
の
振
興
も
含
め

た
ま
ち
の
活
性
化
を
推
進
す
る
に
は
、

企
業
を
誘
致
し
、
若
者
の
定
着
を
図

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
市
有
地
の
有
効
活
用
を
も
考
慮

し
な
が
ら
、
企
業
の
誘
致
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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商
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
企
業
の
た
め
の
制
度
融
資
の
枠
を

拡
大
し
、
小
企
業
者
の
育
成
援
助
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
商
工

会
議
所
に
お
い
て
策
定
中
の
「
商
業

近
代
化
地
域
基
本
計
画
」
が
、
単
に

計
画
づ
く
り
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、

真
に
民
間
が
発
動
で
き
る
実
施
可
能

な
計
画
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
業
基
盤
の
整
備
と

ク
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
の
推
進

　
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
の

仙
南
地
区
西
部
路
線
は
、
自
石
市
外

三
町
の
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
、

地
域
産
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
、
昭
和
六
十
年
度
よ
り
基
本
調
査

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
六

十
三
年
度
は
、
事
業
の
新
規
採
択
を

受
け
、
早
期
完
成
を
期
し
て
推
進
す

　　　　　　　　　　、1　　幽
転
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∠
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べ
く
、
一
段
と
強
力
に
陳
情
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
仙
南
二
市
七
町
が
農
林
水

産
省
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
六
十
一

年
度
か
ら
、
調
査
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
仙
南
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア

構
想
も
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

パ
ソ
コ
ン
通
信
シ
ス
テ
ム
の
実
験
事

業
に
着
手
す
る
た
め
、
本
市
に
仮
称

「
仙
南
地
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
モ
デ

ル
シ
ス
テ
ム
実
験
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
構
想
の
具
体
化
に
向
け

て
検
討
を
深
め
、
円
滑
な
本
格
導
入

を
図
る
た
め
、
専
任
職
員
の
派
遣
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

翠
溢竪量撫，脇弾騰

」

深谷農工団地
》遡誇　　桑、

・
謹
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高
齢
化
対
策
事
業
の
推
進

　
我
が
国
の
高
齢
化
は
他
に
例
を
見

な
い
速
い
テ
ン
ポ
で
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
県
の
平

均
よ
り
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
、
長
寿

社会を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、

愛
の
訪
問
員
の
充
実
、
八
宮
荘
に
委

託
し
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
及
び

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
ま
た
、
訪
問

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
入
浴
、
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
は
、
さ
ら

に
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
の
方

々
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

対
策
と
し
て
、
宮
城
県
不
忘
園
に
委

託
し
て
、
二
週
聞
を
限
度
と
し
た
シ

ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

結
婚
式
や
旅
行
等
で
、
家
を
空
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
の
方
に
と
り

ま
し
て
は
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
重
要

施
策
と
し
て
の
主
な
も
の
を
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
遂
行
い
た
し

ま
す
に
は
、
議
員
諸
賢
を
は
じ
め
、

市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
な

け
れ
ば
、
円
滑
な
推
進
が
困
難
で
ご

ざ
い
ま
す
。
何
卒
、
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

φ

青，　辛
年1 　1

カレド　ヒ

駒長巽
練l　　P

ドコヨど
をレ臨
取・　　に

う　ヒ　いじ

劉雑ll

免一一」ll

“
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
の
た
め
上
京

　
　
2
月
2
5
日
、
訓
練
所
を
本
市
に
誘

ド
致
す
べ
く
中
村
事
務
局
長
を
訪
問
す
る
。

・
　
か
つ
て
、
昭
和
5
7
年
に
福
岡
蔵
本

の
茶
園
に
誘
致
を
働
き
か
け
た
が
、

立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
近
、

・
中
村
事
務
局
長
が
訓
練
所
の
建
設
に

が
積
極
的
で
あ
り
、
九
州
な
ど
の
三
市

ソ
が
既
に
誘
致
を
進
め
て
い
る
と
い
う

』
情
報
を
つ
か
ん
で
の
働
き
か
け
で
あ

・
る
。
な
ん
と
か
、
永
年
の
宿
願
を
果

た
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
第
㈱
回
白
石
市
議
会
定
例
会
開
会

　
第
三
次
臼
石
市
総
合
計
画
策
定
懇

談
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
と
市

内
を
歩
い
た
と
き
「
白
石
は
水
の
音

の
響
く
ま
ち
で
あ
る
」
と
の
感
想
が

出
さ
れ
た
。
な
る
ほ
ど
、
自
石
に
は

縦
横
に
堀
割
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
き

れ
い
な
水
が
音
を
た
て
て
流
れ
て
い

る
。
昔
は
防
火
生
活
用
水
と
し
て
、

人
々
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　
最
近
、
沢
端
川
の
水
の
汚
れ
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
が
、
い
よ
い
よ
、
下

水
道
が
4
月
か
ら
一
部
供
用
開
始
さ

れ
、
こ
の
清
掃
工
事
と
併
せ
て
、
清

3
月
7
日
、
市
議
会
定
例
会
が
開
流
の
流
れ
る
日
石
の
姿
が
甦
る
だ
ろ
フ
。

・
会
さ
れ
る
。
当
初
予
算
案
の
土
木
費

一
の
中
に
排
水
・
側
溝
清
掃
工
事
費

と
し
て
一
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

㌧
こ
れ
は
市
内
を
流
れ
る
堀
割
に
清
流

　
　
　
　
　
　
　
・
縫

　
、
趨
．
監

　
　
　
　
，
績

　
　
‘
揖
3
、
　
　
、
彊
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美
し
い
水
が
音
を
響
か
せ
て
流
れ

て
い
る
こ
と
が
、
白
石
の
大
き
な
個

性
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
も
、
本
工

事
の
予
算
を
計
上
し
清
流
を
取
り
戻

し
て
い
き
た
い
。

　
白
石
城
復
元
事
前
調
査

　
臼
石
城
復
元
の
事
前
調
査
が
、
1
6

日
、
中
世
の
城
に
詳
し
い
成
城
大
我

妻
教
授
（
自
石
市
出
身
）
、
東
北
大
渡

辺
教
授
他
3
名
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
私
と
し
て
は
、
決
し
て
独
眼
竜
政

　
　
　
　
　
　
　
卜
壕
畏
』

　
　
　
　
　
」
k
潔
　
　
（
i

ザ
吻
軸
ー
噛
、
噸
『
噸
噸
勤
醸
鞠
肉
『
曳
哨
唱
勧
馬
唖
笥
辱
、
輯
軌
唱
喚
咳

．
霧
誓
躰
、
屠
鰐
雛
聾

纒
o
年
を
契
讐
・
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が

　
　
認

　
、
耀
開
か
れ
た
こ
の
城
を
、
2
1
世
紀
に
向

5
，
．

け
て
の
白
石
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
市
一

民
の
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
に
し
た
い
と
‘

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
で
な
け
れ
ば
実

現
で
き
な
い
。
21
世
紀
に
は
、
社
会
『

の
高
齢
化
に
伴
う
財
政
事
情
の
悪
化
、

城
郭
を
復
元
す
る
技
術
の
消
滅
が
予
、

想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ー

に
、
先
生
方
の
ご
来
白
を
仰
い
だ
。

　
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
の
で
、
6
月

議
会
に
は
調
査
費
を
計
上
し
復
元
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
す
る
。

　
第
脇
回
白
石
市
議
会
定
例
会
閉
会

　
18
日
、
当
初
予
算
案
八
十
一
億
三
ヴ

千
四
百
七
十
五
万
六
千
円
な
ど
、
提
、

出
し
た
議
案
が
承
認
さ
れ
る
。

　
鎌
先
温
泉
橋
渡
り
初
め
式

　
鎌
先
温
泉
橋
が
完
成
し
、
2
3
日
、

渡
り
初
め
式
が
行
わ
れ
た
。

　
本
工
事
は
県
道
七
ケ
宿
・
臼
石
線

が
奥
地
産
業
開
発
道
と
し
て
整
備
さ

れ
、
特
に
こ
の
橋
は
県
単
事
業
と
し

て
建
設
さ
れ
た
。
整
備
が
進
め
ば
、

さ
ら
に
二
つ
の
橋
が
架
か
り
、
鎌
先
・

温
泉
郷
の
景
観
は
素
晴
し
い
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
県
の
ご
厚
意
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

　
深
谷
農
工
団
地
完
売
な
る

　
23
日
、
男
子
型
工
場
で
あ
る
古
賀

鋼
材
の
古
畑
社
長
が
来
白
し
、
土
地
り

売
買
契
約
の
調
印
が
行
わ
れ
、
農
工

団
地
は
完
売
と
な
っ
た
。
雇
用
の
拡

大
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

土
地
の
売
り
買
い

目
安
に
な
る
地
価
公
示
価
格

　
毎
年
4
月
は
「
地
価
公
示
普
及
月
間
」
で
す
。
今
年
も
4
月
1
日
に
、

昭
和
63
年
の
地
価
公
示
が
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
　
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内

』
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を

｛
し
て
い
る
土
地
（
標
準
地
と
い
い
ま

，
す
）
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地

、
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る

一
↑
際
の
目
安
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動

」
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合

ー
や
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共

　
用
地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ

．
．
れ
る
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
が
、
国

　
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て
土
地
売

軍
買
の
届
け
出
が
あ
っ
た
土
地
の
取
引

』
価
格
の
審
査
を
す
る
と
き
の
基
準
と

一
も
き
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

　
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
　
土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
蓉
す

　
　
地
価
公
示
価
格
を
調
べ
ま
し
よ
う

　
　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

一
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

｝
況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
、
標
準
地

と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ

　
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
（
地
価
公

ド
示
価
格
は
1
月
1
日
現
在
の
価
格
で

す
の
で
、
そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考

挿
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

凋

　
土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
ま
ず
、

地
価
公
示
価
格
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

標
準
地
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
地
価
公
示
は
市
役
所
て

　
　
簡
単
に
閲
覧
て
き
ま
す

　
標
準
地
の
価
格
、
標
準
地
が
接
す

る
道
路
の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く

記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面
は
、

市
役
所
秘
書
企
画
課
に
、
宮
城
県
内

の
も
の
が
全
部
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
て
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
無
料
相
談
会
へ

　
　
お
気
軽
に
お
て
か
け
く
た
さ
い

　
地
価
公
示
普
及
月
間
の
行
事
と
し

て
、
社
団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
協

会
が
、
4
月
2
日
か
ら
1
0
日
に
か
け

て
、
全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な

ど
主
要
な
都
市
で
、
土
地
の
評
価
な

ど
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開
き

ま
す
。
相
談
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
同
協
会
本
部
費
〇
三
－
四

三
四
1
二
三
〇
一
、
各
地
域
会
（
東

北
）
台
〇
二
二
－
二
二
五
－
六
二
七

五
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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515，074（6．3％）

租
あ
鳴
め
魯
胞
憩
駒
◎
る

　
　
　
　
臼
冒
暫
《
凹
脅
㊥
留
し
冠

昭
和
63
年
度

総
　
務
　
費

①、温

　　　　（33．5％）

　343，922（4．2％
　　　　　　　　　　　　　その他

349，970（4．3％　諸収入

〆歳入＼
8，134，756

、　　単位千円ノ

470，2001

（5．4％

③国庫支出金

＼
　1，019，708

　（12，5％）ノ

（5．8％）

②地方交付税

　2，279，000

　　　　（28．0％）

白
石
中
学
校

　
　
　
校
舎
建
設
着
工

　
本
市
が
今
後
、
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
仕
事
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

市
の
主
要
な
収
入
で
あ
る
、
市
税
、

地
方
交
付
税
は
低
い
伸
び
率
に
と
ど

ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
う
え
、
国
、

県
支
出
金
の
補
助
負
担
率
の
引
き
下

げ
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
財
源
の
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
活
用
に
徹
し
、
経
費
の
節

減
に
努
め
る
一
方
、
市
の
借
金
で
あ

る
市
債
の
借
り
入
れ
を
行
っ
た
り
、

積
立
金
を
取
り
崩
す
な
ど
の
や
り
繰

り
を
し
て
、
財
源
の
確
保
に
務
め
て

お
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、

公
立
刈
田
綜
合
病
院
に
対
す
る
負

担
金
、
補
助
金
、
出
資
金
、
合
わ

せ
て
一
億
九
千
三
百
三
十
三
万
円
。

●
長
期
総
合
計
画
策
定
調
査
委
託
料

及
び
計
画
書
印
刷
代
六
百
七
十
六

万
円
。

●
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

な
ど
交
通
安
全
対
策
費
一
千
六
百

九
十
一
万
円
。

●
戸
籍
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
化
委

託
料
二
千
五
百
万
円
。

●
臼
石
市
長
、
宮
城
県
知
事
選
挙
執

行
経
費
二
千
二
百
八
十
八
万
円
。

障
害
者
医
療
費
及
び
母
子
福
祉
対

策
貸
付
金
、
保
育
園
、
児
童
館
の

運
営
費
な
ど
に
一
億
八
千
九
百
六

十
六
万
円
。

6

民
　
生
　
費

●
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
一
億
五

千
百
二
十
七
万
円
、
精
神
薄
弱
者

施
設
入
所
措
置
費
一
億
三
千
七
百

五
十
五
万
円
。

●
身
体
障
害
者
施
設
入
所
措
置
費
、

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
に
六
千
百

四
万
円
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
及
び
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
委
託
料
、
老
人
ホ
ー
ム

入
所
措
置
費
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

費
助
成
金
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
費
な
ど
に
二
億
三
千
九
十
八

万
円
。

●
児
童
手
当
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身

衛
　
生
　
費

●
老
人
医
療
に
係
る
老
人
保
健
特
別

会
計
繰
出
金
八
千
七
百
二
十
八
万

円
、
予
防
医
療
及
び
市
民
の
健
康

づ
く
り
推
進
費
用
な
ど
に
六
千
八

百
五
十
六
万
円
。

●
ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど
に
係
る
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
と
し
て
二
億
六
千
六
十
九
万
円
。

労
　
働
　
費

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦

人
の
家
運
営
費
、
失
業
対
策
事
業

費
、
勤
労
者
の
福
祉
充
実
の
た
め

の
貸
付
金
な
ど
に
三
千
五
百
二
十

三
万
円
。

農
林
水
産
業
費

●
農
道
、
溜
池
の
改
修
、
維
持
補
修

な
ど
農
業
施
設
の
整
備
に
四
千
六

百
四
万
円
、
広
域
営
農
団
地
農
道

整
備
負
担
金
五
百
五
十
六
万
円
。

●
農
業
振
興
補
助
・
負
担
金
と
し
て

圃
場
整
備
事
業
な
ど
に
係
る
利
子

補
給
三
千
四
百
九
十
四
万
円
、
仙

　
南
地
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
推
進
、

　
農
業
祭
、
い
も
ち
病
防
除
補
助
金

　
と
し
て
五
百
八
十
四
万
円
。

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
六

千
六
十
五
万
円
、
団
体
営
農
道
整

備
事
業
費
二
千
二
十
五
万
円
、
地

籍
調
査
、
転
作
の
水
田
農
業
確
立

対策費

一
億
一
千
四
百
五
十
万
円
、

●
畜
産
業
振
興
の
た
め
、
福
岡
三
住
、

不
忘
地
区
の
農
道
整
備
に
二
千
五

百
九
十
万
円
。

●
林
道
の
開
設
、
舗
装
、
新
林
業
構

造
改
善
事
業
、
市
行
造
林
な
ど
林

業
振
興
の
た
め
に
一
億
二
千
二
百

二
十
三
万
円
。

商
　
工
　
費

●
中
小
企
業
経
営
資
金
の
円
滑
化
を

←、一特別会謝．．。，
∈

1〉国民健康保険特別会計
1　　　21億5，061万円
　　　（対前年度比　2億5，069万6千円増
（

ゆ簡易水道事業特別会計
（

1　　　786万2千円
1　　　（対前年度比　677万1千円　減）

　
図
る
た
め
の
貸
付
金
六
千
万
円
、

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
運
営
費

　
と
し
て
八
百
五
十
万
円
、
春
・
夏

　
ま
つ
り
補
助
金
三
百
万
円
、
第
三

十
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

及
び
う
ー
め
ん
ま
つ
り
負
担
金
四

百
五
十
万
円
の
ほ
か
、
卸
売
市
場

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
二
千
三
百

四
万
円
。

●
御
廟
の
森
整
備
事
業
五
百
万
円

土
　
木
　
費

画
整
理
、
中
河
原
白
石
沖
線
街
路

　
事
業
及
び
水
と
親
し
め
る
公
園
と

　
し
て
親
水
池
・
芝
生
広
場
等
の
整

備
を
行
う
自
石
川
緑
地
事
業
に
二

億
百
八
十
五
万
円
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
二

億
五
千
百
二
十
七
万
円
。

●
公
営
住
宅
建
設
事
業
と
し
て
岩
崎

地
内
に
前
年
度
か
ら
の
継
続
分
十

八
戸
及
び
新
規
分
十
二
戸
合
わ
せ

て
二
億
八
千
六
百
三
十
八
万
円
。

円
。

教
　
育
　
費

●
二
か
年
事
業
の
初
年
度
で
あ
る
白

石
中
学
校
校
舎
建
設
及
び
東
中
学

校
水
泳
プ
ー
ル
建
設
に
六
億
四
千

三
十
八
万
円
、
小
・
中
学
校
の
教

材
、
備
品
及
び
学
校
等
の
改
良
、

補
修
に
七
千
三
百
七
十
八
万
円
。

●
新
設
し
た
大
平
小
学
校
の
通
学
路

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
、
橋

梁
な
ど
の
新
設
、
改
良
、
維
持
補

修
費
と
し
て
四
億
七
千
百
五
十
五

万
円
。

●
都
市
計
画
事
業
の
西
地
区
土
地
区

曽士

〉下水道事業特別会計

　　11億2，385万5千円
　　（対前年度比　3億4，225万2千円

レ地方卸売市場事業特別会計
　　　3，125万円

　　（対前年度比857万円　減）

消
　
防
　
費

●
非
常
備
消
防
費
、
動
力
ポ
ン
プ
、

火
の
見
櫓
、
貯
水
槽
新
設
工
事
な

ど
に
七
千
十
二
万
円
。

●
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

担
金
と
し
て
一
億
三
千
九
十
二
万

〉老人保健特別会計

　　　17億2，859万円

　　（対前年度比1億7，333万2千円増

〉水道事業会計

収益的収入　5億2，105万9千円

収益的支出　3億2，721万5千円

資本的収入　1億　900万円
　資本的支出　2億4，929万6千円

出歳

●
市
民
プ
ー
ル
の
建
設
に
向
け
て
地

質
調
査
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ
、
公
民

館
、
図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
関

係
に
一
億
七
千
七
百
四
十
二
万
円
。

公
　
債
　
費

●
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
及
び

借
入
金
に
係
る
元
金
、

金
八
億
五
千
八
百
十
七
万
円
。

時

利
子
返
済

　
　
　
　
　
予
備
費
8
6
9
万
1
千
円

　
　
　
労
働
費
6
2
7
4
万
3
千
円

商
工
費
1
億
6
7
8
8
万
6
千
円

議
会
費
1
億
8
2
8
4
万
7
千
円

消
防
費
2
億
2
8
4
万
8
千
円

　
衛
生
費
5
億
5
7
6
3
万
5
千
円

農
林
水
産
業
費
5
億
8
，
6
9
6
万
円

公
債
費
8
億
5
8
1
6
万
8
千
円

民
生
費
1
1
億
乳
3
0
6
万
8
千
円

総
務
費
12
億
歌
1
7
7
万
3
千
円

土
木
費
13
億
6
，
0
9
4
万
6
千
円

教
育
費
1
7
億
歌
1
1
8
万
9
千
円

億
1
8
1
7
1
6
1
5
1
4
1
3
1

2
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
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本
市
の
公
共
下
水
道
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
今
月
か

ら
一
部
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
な
．

　
供
用
開
始
地
域
は
、
白
石
地
区
の

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町
・
長
町
・

亘
理
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益

岡
・
新
町
・
短
ヶ
町
・
本
郷
第
丁

本
郷
第
二
・
本
郷
第
一
二
・
本
郷
第
四
・

寿
町
・
柳
町
な
ど
の
一
部
一
、
六
五
〇

戸
余
り
と
な
り
、
現
在
ま
で
に
各
宅

地
内
に
公
共
枡
の
設
置
さ
れ
て
い
る

地
域
で
す
。

　
広
報
し
ろ
い
し
一
月
号
か
ら
連
載

で
、
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
更
に
下
水

道
供
用
開
始
に
あ
た
り
、
水
洗
化
の

推
進
の
た
め
、
本
号
で
は
水
洗
化
工

事
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
の
工
事
に
つ
い
て

　
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
工
事
は
、
市

指
定
の
次
の
公
認
排
水
設
備
業
者
以

外
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
次
の
こ
と
に

　
　
　
　
　
こ
注
意
く
た
さ
い

◎
供
用
開
始
か
ら
三
年
以
内
に
、
！
、

　
み
取
り
便
所
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改

　
造
す
る
こ
と
。

◎
処
理
区
域
内
の
方
が
、
家
を
新
・

　
増
築
す
る
場
合
は
、
水
洗
ト
イ
レ

　
で
な
い
と
建
築
確
認
申
請
の
確
認

　
処
分
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
浄
化
槽
・
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
は
、
水

　
洗
ト
イ
レ
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
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昭和63年4月1日現在）公認排水設備工事業者

電話
（26）一2351

（26）一3098

（25）一8511

（25）一7342

（25）一1665

（24）一5511

（25）一5218

（25）一6688

巴6）一3280

（26）一2255

（お）一3349

（25）一1111

（26）一3262

125）一7347

（25）一1100

（25）一1136

（28）一2035

（24）一4135

（25）一7065

（25）一2627

（25）一3097

124）一4296

（25）一3835

126）一3654

　　住　　　　　　所

自石市郡山字西堀55－15

　ク　字外川原24

　〃　字中町30

　〃　福岡長袋字高畑13

　〃　郡山字雨ヶ作4－7

　〃　福岡深谷宇三本松！27－1

　〃　旭町3丁目2一・8

　ウ　福岡蔵本字鍛冶屋敷2

　〃　字本町45

　〃　字長町11

　〃　大晦沢三沢字坂端124

　〃　福岡長袋字鹿ノ前15－12

　〃　福岡長袋字三部山27－7

　〃　福岡深谷字家老内33

　シ　福岡深谷字佐久来122

　〃　大平森合字h神明前22－1

　〃　越河平字下谷地35－3

　ク　大鷹沢大町字稲荷山149－1

　ク　福岡深谷字荒井前81

　〃　寿山20－12

　ク　字半沢屋敷前2

　〃　字中寺前59

　〃　大隅沢大町宇和尚堂71－14

　ウ　字南小路11－14

　公認業者名
有限会社　鈴木設備工業

高橋ポンプ店
株式会社　白石モーダー

有限会社　協栄工業所

佐藤設備工業
有限会社　高　橋　建　設

有限会社　阿部工営社

有限会社村上工務店

島貫設備膚
合資会社島本商店
株式会社　ミツヤ設備機工

／1、里予　壱　産　業　　ホ朱式会ネL

金井設計事務所
日下甚一建築店
株式会社　遊　　佐　　組

株式会社　森合建設造園

小黒工務店
株式会社　エコー設備工業

日下産業有限会社
有限会社　佐　　　　　光

有限会社　佐　久　間　組

．ヒ田　工務　所
有限会社　高　山　産　業

ユニオン工業　株式会社

1
ウ
』

3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

　
改
造
資
金
の
融
資

　
市
で
は
、
処
理
区
域
の
皆
さ
ん
に

一
日
も
早
く
水
洗
化
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す

る
際
の
経
費
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
、
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ

せ
ん
を
い
た
し
ま
す
。

　
融
資
あ
っ
せ
ん
額
は
、
家
屋
の
状

況
、
屋
外
工
事
の
程
度
に
よ
っ
て
も

異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
利
子
は
市
が

負
担
い
た
し
ま
す
。

＼
ノ
…
…
妻
〆

への．～’、！¢》～ヘノV’V ぜ・へ～へA〈／、／V〉、A八ハ」ヘハハゴV〉㌧

　「申込み」から「使用開始」まで

改
造
依
頼
者

　　　　　　　1戸につき50万円以内
1）処理区域になった日から3年以内に水洗トイレに改造ずる住宅の

　所有者
2）市税、受益者負担金を滞納していないこと。

3）前年の所得金額が500万円以下であること。
4）償還能力があること。

5）連帯保証人が1名いること（保証人は、市内居住の所得割納税者

融資あっせん額

ん
件

せつあ資融
条

水洗化工事を公認業者に依頼するときに申し込んでください。

（申請書は、公認業者に備えてあります）
み込申

1）返済期問36か月以内です。

2）利子は無利子です。　（市が金融機関へ全額支払う
済返

七十七銀行白石支店
振興相互銀行　白石支店

仙南信用金庫

農業協同組合

徳陽相互銀行　白石支店

宮城労働金庫　白石支店

取扱金融機関

　
　
　
　
　
　
　
　

公
認
排
水
設
備
業
者

攣
証
　

市
下
水
道
課

公共下水道～～～～～～～～

ジ
ζ
§
～
…
私

　
下
水
道
使
胴
料
に
つ
い
て

　
下
水
道
の
維
持
管
理
に
は
、
多
額

の
経
費
が
必
要
で
す
。
下
水
道
使
用

鞭
蕪
の
経
費
の
、
部
に
あ
て

マ

鱗
馨
鯉
騙
糊
鞍

…
…

　
れ
ま
す
。

　
　
な
お
、
今
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ

　
た
地
域
は
、
計
画
地
域
の
約
三
〇
パ

　
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
今
後
も
継
続
し

学
整
備
工
妻
進
め
て
ま
い
り
ま
す
．

　
　
工
事
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
随
時

　
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
基
盤
の
確
立
の
た
め

　
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
お
願
い
い
た

）
し
ま
す
。

不
明
の
点
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

課
量
－
二
一
＝
内
線
一
一
五
〇
～
二
轟
へ

《下水道使用料算出例》

価単量用使

900円基本使用料10㎡まで

1㎡につき95円1Q㎡～　20㎡

1㎡につき100円20㎡～　50㎡まで’

1maにつき110円50㎡～200㎡まで’

1㎡につき120円200㎡～

〔例〕

水道水25㎡を使用したときの下水道使用料は、

　基本　10㎡の分　10㎡～95円900円
　超過11～20㎡の分10㎡～95円950円
　　〃　21～25㎡の分　5nf～100円　500円

下水道使用料合計　　　　　　　　2，350円

下
水
道
事
業

　
受
益
者
負
担
金
の

　
　
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
次
の
日
程
に
よ
り
、
受
益
者
負
担

金
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お

該
当
者
に
は
、
個
々
に
通
知
い
た
し

ま
す
が
、
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な

い
方
は
、
も
よ
り
の
会
場
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

受益者負担金説明会開催日程表

　参集範囲（行政区

田　町

場会

館会田丁田

時　間

午後7時

月　日

4月18日

田丁南南町区民会館午後7時4月19日

四

中益岡

本郷第二・三

本町・西益岡
長町・その他

本郷第二自治会館土
寸四後午4月20日

市役所大会議室午後7時4月21日
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水
道
事
業
所
か
ら
お
知
ら
せ

国
民
年
金

水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
が

　
　
　
　
　
　
委
託
検
針
に
な
り
ま
す

水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務
は
、

こ
れ
ま
で
は
市
の
職
員
が
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
、
委
託
検

針
員
が
各
家
庭
を
訪
れ
検
針
い
た
し

ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
物
を
置
い
た

り
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」

（
検
針
票
）
を
各
戸
ご
と
に
置
い
て

き
ま
す
の
で
郵
便
受
箱
等
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
検
針
日
は
、
毎
月
中
旬
ま
で
に
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
小
原
・
三
住
地
区
の
簡
易

水
道
お
よ
び
上
水
道
の
一
部
地
域
に

つ
い
て
は
、
市
職
員
が
直
接
検
針
す

る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
斐
璽
か
あ
っ
た
ら
届
出
を

　
転
居
す
る
と
き
は
、
四
日
く
ら
い

前
ま
で
に
、
印
鑑
と
「
使
用
水
量
の

お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
領
収
書
」
を

持
っ
て
、
水
道
事
業
所
（
市
役
所
二

階
西
側
）
へ
届
出
て
、
水
道
料
金
の

精
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
し
な
い
で
転
居
す
る
と
、

次
の
入
居
者
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
水
道
轡
金
の

　
　
　
訪
入
は
馬
れ
す
じ

　
水
道
の
給
水
に
は
多
額
の
経
費
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
、
み
な
さ
ん
の
納
入
す
る

水
道
料
金
で
す
。

　
水
道
料
金
の
納
入
期
限
は
、
毎
月

二
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
納

し
な
い
よ
う
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。
未
納
の
場
合
は
、
給
水
を

停
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
が
困
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
国
民
年
金
保
険
料
”

　
昭
和
6
2
年
度
（
6
2
年
4
月
～
6
3
年

3
月
）
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一

度
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
お
持
ち
の
納
付
書
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
4
月
3
0
日
ま

で
で
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
一
人

ひ
と
り
の
義
務
で
あ
り
、
納
め
忘
れ

が
あ
っ
た
ば
か
り
に
、
万
一
の
事
故

の
と
き
や
歳
を
と
っ
た
と
き
に
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
は

困
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
は
月

額
七
、
四
〇
〇
円
で
し
た
が
、
4
月

分
か
ら
月
額
七
、
七
〇
〇
円
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年

金
係
雪
二
五
ー
二
一
一
一
（
内
線
一

三
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
届
書
の
提
出
先
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た
。

　
受
給
者
の
み
な
さ
ん
が
年
金
の
支

払
い
を
受
け
て
い
く
た
め
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
届
出
や
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
提
出
先
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
。

」0

　
水
道
料
金
は
口
座
振
替
て

　
留
守
が
ち
の
方
や
、
お
忙
し
い
方

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
振
替
日
は
毎
月
十
五
日
で

す
。　

　
手
続
き
の
方
法

　
①
預
金
通
帳

　
②
預
金
に
使
用
し
た
印
鑑

　
③
前
月
分
の
「
水
道
料
金
領
収
書
」

　
を
金
融
機
関
へ
持
参
し
、
各
金
融

　
機
関
所
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
水
道
事

業
所
総
務
係
璽
一
平
三
＝
内
線
毛
ニ
ヘ

　　国民年金保険料額

●昭和62年4月～63年3月分
　　定額保険料　　　　　7，400円
　　付加保険料　　　　　　400円
●昭和63年4月～64年3月分
　　定額保険料　　　　　7，700円
　　付加保険料　　　　　　400円
●前納（63．4～64，3）

　　定額保険料　　　　90，170円
　定額十付加保険料　94，850円

国民年金の届出の窓O
・社会保険庁業務第二課へ直接提出する書類

提出期限

の末日

　届　書　の　≦

受給権者現況届

届出を必要とずると喜

誕生月がきたとき

　なお、用紙は提出する指定日の約1ヵ月前に社会保険庁年金
保険部業務第二課から受給者に直接送付されます。

・住所地の社会保険事務所へ提出する書類

提出期限

14日以内

そのつど

そのつど

　届　書　の　名 称
受給季者氏名変更届
受給権者住所・支払機
関変更届
支払通知書亡失未着）
届

年金証書再交付申請書

　届出を・必要とするとき
氏名を変えたとき
住所・　，の受取先を変え
たとき
支払通知書が届かなかった
り、なくしたとき
年金証書をなくしたとき

・市役所へ提出する書類

提出期限

すみやかに

ホ　　届　警　の　名

受給選択申出書

14日以内
死亡届と同
時に提出

受給者死亡届

未支給年金支給請求書

　届出を必要とするとき
2つ以上の年金を受ける権
利力εできたとき

　　を受けている人が死亡
したとき
死亡した人の未払の年、．を
受けようとするとき

老
人
医
療
と
重
度
心
身
障
害
者
の

　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

五
－
二
一
一
一
（
内
線
六
〇
七
）

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

へ

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
登

録
を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
若
し
く
は
療
育
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
所
得
の

制
限
が
あ
り
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

福
祉
係
費
二
五
－
二
二
一
（
内
線

一
、
五
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

霊
感
商
法
に
ご
注
意
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
霊
界
開
放
を
断
り
た
い
一

　
邸
歳
か
ら
の

　
　
　
　
　
老
入
医
療

　
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、
老
人

（
7
0
歳
以
上
）
の
医
療
に
つ
い
て
は
、

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
す
で
に
対
象
と
な
っ
た
方
々
に

は
健
康
手
帳
と
医
療
受
給
者
証
を
交

付
し
て
お
り
ま
す
が
、
次
に
該
当
す

る
方
は
、
6
5
歳
か
ら
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
1
級
か
ら
3
級
に
該

　
当
す
る
方

②
国
民
年
金
障
害
年
金
の
1
級
及
び

　
2
級
に
該
当
す
る
方

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で

　
あ
る
方

④
上
記
①
、
②
、
③
に
相
当
す
る
障

　
害
を
有
す
る
方

　
該
当
す
る
方
は
、

　
　
　
障
害
認
出
疋
串
・
請
を

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
申

請
を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
盈
二

　
重
度
身
体
障
害
者
の

　
　
方
に
は
　
部
負
担
金
の

　
　
　
助
成
が
あ
り
ま
す

　
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
老
人
医
療

で
は
、
一
部
負
担
金
（
外
来
1
か
月

八
O
O
円
、
入
院
1
日
四
〇
〇
円
）

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
重
度
の
身

体
障
害
者
の
方
に
は
、
で
き
る
だ
け

医
療
を
受
け
易
く
す
る
た
め
、
そ
の

医
療
費
を
助
成
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
一
級
二
級
に
該
当
す

　
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で

　
あ
る
方

　
該
当
す
る
方
は

　
　
受
給
資
格
登
録
の
申
請
を

　
助
成
は
償
還
払
い
の
方
法
を
と
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
日
ば
医
療
費
を

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
後
日

そ
の
給
付
相
当
額
を
お
支
払
い
い
た

し
ま
す
。

☆
3
月
に
老
人
医
療
受
給
者
証
の
更

　
新
を
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
更
新

　
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
す

　
ぐ
に
保
健
衛
生
課
窓
口
で
更
新
を

　
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
※
印
鑑
、
保
険
証
、
受
給
者
証
を

　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
㌔
ノ
　
　
≧
り

（農領

　
妹
か
ら
電
話
で
「
占
い
師
が
無
料

で
占
っ
て
く
れ
る
」
と
誘
わ
れ
た
。

　
占
い
師
に
、
体
調
の
悪
い
こ
と
、

娘
の
死
亡
の
こ
と
な
ど
を
言
い
、
名

前
の
字
画
を
占
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
後
日
、
妹
か
ら
東
京
の
え
ら
い
先

生
が
ぜ
ひ
会
い
た
い
と
い
う
連
絡
が

あ
り
、
会
場
に
行
く
と
、
3
0
歳
代
の

女
性
が
「
家
系
図
」
を
み
な
が
ら
、

「
あ
な
た
に
不
幸
が
続
く
の
は
、
娘

さ
ん
の
霊
が
災
い
し
て
い
る
」
と
供

養
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
。
お
金
が
無

い
と
断
っ
た
が
、
気
に
か
か
る
こ
と

を
言
わ
れ
た
の
で
、
翌
日
訪
ね
る
と

「
霊
界
解
放
し
な
い
で
こ
の
ま
ま
に

し
て
お
け
ば
、
家
が
絶
え
る
」
と
繰

り
返
し
言
わ
れ
、
沈
ん
だ
気
持
で
い

る
と
「
財
産
は
？
自
由
に
で
き
る
お

金
は
？
」
と
聞
か
れ
た
。

「
3
0
万
円
く
ら
い
」
と
答
え
る
と
、

神
様
に
聞
い
て
く
る
と
出
て
い
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
戻
り
「
2
1
万
円
供

養
献
金
す
れ
ば
霊
界
解
放
が
で
き
ま

す
。
お
め
で
と
う
」
と
言
わ
れ
、
近

日
中
に
支
払
う
約
束
を
し
て
帰
っ
た

が
、
世
問
を
騒
が
せ
て
い
る
霊
感
商

法
だ
と
教
え
ら
れ
た
の
で
、
献
金
契

約
を
取
り
消
し
た
い
。
（
主
婦
6
0
歳
）

　
と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

『
現
金
を
支
払
う
前
に
悪
質
商
法
と

知
り
、
先
祖
供
養
は
菩
提
寺
で
す
る

の
で
、
供
養
献
金
の
契
約
を
取
り
消

し
た
い
』
と
い
う
書
面
を
簡
易
書
留

に
し
て
、
郵
送
し
た
と
こ
ろ
取
り
消

し
に
応
じ
た
の
で
解
決
し
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
印
鑑
・
壷
な
ど
物
品
販

売
は
減
少
し
、
無
料
占
い
な
ど
で
近

づ
き
、
先
祖
供
養
の
献
金
を
し
つ
こ

く
勧
め
る
商
法
が
広
く
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
無
料
で
す
」
と
い
う
言
葉
の
裏
に

何
が
潜
ん
で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

気を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
等
に
つ
い
て
お
困
ま
り
の
方

は
、
市
役
所
消
費
生
活
相
談
室
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
奮
二
五
－
一
二
一
一
内
線
一
三
八

　
　
　
　
（
轟

”



華
講
劇

「
鶴
の
騒
返
し
」
を
上
演

　
　
　
　
　
　
白
石
市
手
話
劇
実
行
委
員
会

　
　
不
幸
に
も
生
ま
れ
つ
き
耳
が
不
自

・
・
由
な
た
め
、
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
ず
、

、
家
庭
や
施
設
で
さ
び
し
い
毎
日
を
送

　
っ
て
い
る
人
た
ち
を
励
ま
そ
う
と
、

ン
、
昨
年
か
ら
手
話
劇
を
上
演
し
て
い
る

r

、
団
体
で
す
。

　
　
し
ら
ゆ
り
会
（
跡
部
会
長
）
、
手
話

、
サ
ー
ク
ル
、
臼
石
女
子
高
手
話
サ
i

｝
ク
ル
な
ど
の
各
団
体
に
よ
っ
て
構
成

？
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
去
る
三
月
十
三
日
に
は
、
中
央
公

介
民
館
に
お
い
て
「
手
話
に
よ
る
合
唱
」
合
唱
』
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
れ
ま
し
を

へ
や
手
話
劇
「
鶴
の
恩
返
し
」
が
上
演

．
｝引

’
〕｝

「

二

－
r
　
　
　
　
　
　
　
　
浦

へ
　
　
　
　
　
　
　
乾

堀

s
　
㍗
職
．

さ
れ
、
各
施
設
か
ら
招
待
し
た
人
た
へ
・

ち
や
、
家
族
連
れ
か
ら
、
さ
か
ん
な
へ
τ

拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

緯
謙
擁
離
難
螺
銀

回
は
二
回
目
の
手
蘭
上
演
と
い
し

こ
と
な
の
；
薯
っ
と
粟

な
も
の
、
身
近
か
な
も
の
と
し
て
理
、
｝

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
い
屡
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沈

会
員
の
意
見
を
取
り
込
れ
、
小
さ
な
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
べ

子
ど
も
た
ち
だ
け
の
『
手
話
に
よ
る
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奏

た
」
と
実
行
委
員
会
長
村
上
さ
ん
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

「
私
た
ち
は
自
由
に
話
し
た
り
、
相
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
手
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

　
　
知
ら
な
い
人
と
も
友
だ
ち
に
な
れ
ま

鵡
赫
ゲ
発
傭
け
縁
雛
赫

　
　
り
の
ほ
ん
の
一
部
の
人
に
し
か
、
理

　
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
し
、
テ
レ
ビ

』
や
ラ
ジ
オ
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま

｛　
　
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
手
話

　
を
知
っ
て
も
ら
い
、
気
軽
に
話
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　

▲
生
ま
れ
つ
き
の
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
．

　
　
て
生
活
し
て
い
る
人
々
の
た
め
、
こ
ウ

　
れ
か
ら
も
会
員
の
み
な
さ
ん
の
健
闘
吻

　
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
憶
　
　
り

　
　
　
　
》
靹

　
薩

肇
触

　
　
　
　
　
、
領

　
　
　
　
　
　
㌦
．

　
　
　
釜

　
　
　
講

　
　
諏
繍
庸
饗
、

　
　
　
　
　
　
　
ヂ

♪
　
　
撫
　
　
、

　
　
　
単
顕
．

　
　
　
幅
）
与噸騰撰響i…購鷺

織
　　　　　　　　　　ご　　　型風　　，毎」曳甑ド・｝　　　　　　　　『
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、懸蠣砂さんぽみち一①ら

蒼鱒指定史跡『鷹貼麟

　
　
鷹
巣
丘
陵
に
は
、
四
十
教
基
の
大

吻
小
の
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

身
の
古
墳
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世

誕
掻
瓢
（
難
鴇
露

隔
墓
で
・
富
と
権
力
を
誇
示
し
た
も
の

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
酌
　
し
り

～
で
す
。
な
か
で
も
瓶
ヶ
成
苦
墳
は
、
眺

ン
．
望
の
よ
い
位
置
に
あ
り
、
全
長
五
六

戦
㌔
石
地
方
最
大
の
前
方
後
円

、
｝
　
　
え
ん
と
う
は
に
わ

『
　
円
筒
埴
輪
や
、
に
わ
と
り
・
水
鳥

孝
義
黎
纂
な
ど
も
発
見
さ
れ

・
．
て
お
り
、
五
世
紀
後
半
頃
に
造
ら
れ

ー
－

容
た
古
墳
で
す
。

～
近
年
鷹
巣
丘
陵
の
開
発
が
進
み
、

宰
贅
上
の
嘉
は
姿
を
消
し
ま
し

た
が
　
昭
和
四
十
六
年
に
瓶
ヶ
盛
古

墳
を
中
心
に
、
数
基
の
古
墳
群
は
、

宮
城
県
指
定
史
跡
と
な
り
、
古
墳
公

園
と
し
て
保
存
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
墳
に
は
、
円
墳
・
方
墳
・
八
角

墳
・
双
円
墳
・
前
方
後
方
墳
な
ど
あ

り
ま
す
が
、
蒲
生
君
平
（
山
陵
志
・

一
八
O
八
年
刊
）
に
よ
っ
て
名
付
け

ら
れ
た
「
前
方
後
円
墳
」
は
、
円
形

と
方
形
を
組
み
合
せ
た
日
本
独
得
の

墓
形
で
、
古
墳
文
化
を
代
表
す
る
も

の
で
す
。

　
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
三
世
紀

後
半
頃
に
畿
内
や
西
日
本
地
域
の
首

長
た
ち
の
間
に
政
治
的
連
合
が
す
す

み
、
奈
良
盆
地
東
南
地
域
に
連
合
の

盟
主
で
あ
る
初
期
ヤ
マ
ト
王
権
が
誕
2

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

生
し
　
そ
の
盟
主
の
墓
と
し
て
巨
大

な
前
方
後
円
墳
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

四
世
紀
に
な
る
と
、
王
権
は
さ
ら
に

強
大
に
な
り
、
全
長
二
〇
〇
層
を
こ

す
王
墓
が
畿
内
を
中
心
に
、
数
多
く

造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
世
紀
に
東
北
南
部
か

ら
九
州
ま
で
の
各
地
の
首
長
も
、
王

墓
（
盟
主
墓
）
と
同
形
の
前
方
後
円

墳
を
造
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
、
各
地
の
首
長
と
大
和
王
朝
と

の
聞
に
連
合
あ
る
い
は
、
統
合
が
成

立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
盟
主

と
同
形
の
首
長
墓
の
造
営
は
、
そ
の

葬
送
祭
祀
者
に
首
長
権
の
継
承
を
認

め
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
ま
す
。

　
東
北
最
古
の
前
方
後
円
墳
は
、
会

　
む
む
つ
か
や
ま

津
大
塚
山
古
墳
（
全
長
九
〇
屑
）
で

四
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
、
最
大
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い
し
ん
や
ま

古
墳
は
、
名
取
市
の
雷
神
山
古
墳
（

全
長
一
六
八
層
）
で
五
世
紀
後
半
に

造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　
瓶
ヶ
盛
古
墳
は
、
東
北
で
二
〇
位

程
の
規
模
で
す
が
、
や
は
り
大
和
王

朝
と
の
接
触
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
だ
い
せ
ん
り
よ
う

　
五
世
紀
に
は
、
大
仙
陵
古
墳
（
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ド
ん
だ
ニ
リ
び
よ
う

仁
徳
陵
・
四
八
六
層
）
、
誉
田
御
廟

や
ま山

古
墳
（
現
応
神
陵
・
四
二
七
暦
）

な
ど
、
世
界
最
大
の
平
面
規
模
を
も

つ
超
大
型
の
大
王
墓
が
造
営
さ
れ
、

日
本
国
家
の
原
形
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。

』
イ
ド
ル

　
　
　

～
ア

　
　
皿

あわが家

⑫

◎

Φ．
顛
r

厭雪墨寵…．媒
大沼　佳那ちゃん（白石）

利久さん、やす子さんの長女

ママからひとこと

“思いやりのある子に

　　　　　　育ってネ”

市
民
文
芸

「
私
の
顔
」

小
室
　
咲
（
小
原
小
4
年
V

　　、嘱

　　〆【・

　　調二亨’罹

・多ン尋翁・・、・、r二、博，

酔
…
7
多

歌

壇

わたしの

　か暫曽勿

蘇
“

～
蝶
齢
陥
訳
襲
黙
籍
篠
献
駄
薦
翻
童
（
．
窪
醜
俳
壇

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
逝
き
て
は
じ
め
て
長
く
冬
ご
も
り

乳
の
香
の
匂
ふ
曽
孫
を
抱
き
つ
つ
こ
の
ぬ
く
も
り
を

幸
せ
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

消
燈
と
な
り
寝
静
ま
る
病
室
に
友
に
戴
き
し
香
剤
匂

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
美
沙

極
寒
の
地
に
黒
パ
ン
を
わ
け
喰
み
し
戦
友
の
計
に
夫

は
黙
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

大
網
を
広
げ
し
如
く
繊
細
な
棒
の
裸
木
冬
空
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

時
の
流
れ
に
老
夫
は
趣
味
と
し
下
駄
作
る
下
駄
職
人

は
わ
れ
で
終
り
と
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

新
ら
し
き
畳
の
部
屋
に
安
ら
げ
ば
藺
草
の
香
り
胸
に

清
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
重
子

朝
々
を
仏
前
に
座
し
経
を
あ
ぐ
日
課
と
な
り
て
心
安

ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

会
議
終
え
帰
る
列
車
の
窓
に
見
る
白
鳥
の
群
に
歓
声

を
上
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

中
国
の
友
よ
り
親
し
き
賀
状
来
ぬ
遙
け
き
西
安
の
夕

日
を
憶
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

福
岡
の
里
に
建
て
た
る
吾
が
家
よ
り
青
麻
の
山
を
近

々
と
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
ゆ
う
子

　
　
　
　
「
評
」
長
生
き
の
喜
び
、
人
生
の
幸
福
を
こ
の
一
首

　
　
　
に
凝
縮
し
た
よ
う
な
感
動
的
な
作
品
で
あ
る
。
八
十

　
　
　
歳
を
迎
え
る
作
者
は
健
康
で
乳
の
香
り
す
る
曽
孫
を

　
　
　
抱
き
そ
の
ぬ
く
も
り
に
し
み
じ
み
と
自
分
の
幸
福
を

　
　
　
か
み
し
め
る
。
二
首
目
入
院
生
活
を
す
る
作
者
に
と

　
　
　
っ
て
見
舞
に
い
た
だ
い
た
香
剤
の
心
よ
い
香
り
も
立

　
　
　
派
な
歌
材
と
な
る
。
三
首
目
苦
労
を
伴
に
し
た
戦
友

　
　
　
の
計
報
に
老
い
た
夫
の
落
胆
を
作
者
も
共
に
す
る
。

　
　
　
四
首
目
椰
の
裸
木
が
網
を
広
げ
た
よ
う
に
見
え
る
的

　
　
　
確
な
風
景
描
写
。
五
首
目
、
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ

　
　
　
る
、
技
術
者
と
し
て
の
職
人
が
減
少
し
て
い
く
淋
し

　
　
　
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

、
、

「荒海をゆく」

　　　　　佐藤　知子（深谷小6年

、
曽
2
碧
2
着
芸
多
唱
｝
二
摯
取
窪
『
峯
『
　
　
罷
『
召
謂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
　
（
評
）
平
年
の
冬
な
ら
ば
、
こ
ん
な
に
長
く
冬
ご
も

　
　
　
　
　
　
　
り
は
し
な
か
っ
た
。
母
の
逝
去
で
忌
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　
の
長
い
冬
ご
も
り
で
あ
っ
た
。

採
血
と
呼
び
起
こ
さ
れ
ぬ
寒
月
に
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
　
（
評
）
入
院
療
養
中
の
作
者
の
旬
、
看
護
婦
に
採
血

　
　
　
　
　
　
　
と
呼
ば
れ
た
窓
に
よ
い
寒
月
が
あ
り
、
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
い
で
あ
っ
た
。

初
蔵
王
雲
寄
せ
つ
け
ず
神
々
し
　
　
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
　
（
評
）
元
日
の
蔵
王
山
は
雲
一
つ
寄
せ
つ
け
ず
そ
び

　
　
　
　
　
　
　
え
て
威
容
で
あ
り
、
神
々
し
い
程
で
あ
っ
た
。

松
す
ぎ
て
元
の
リ
ズ
ム
に
戻
り
け
り

冴
返
る
旅
の
終
り
の
無
人
駅

水
墨
画
習
い
始
め
て
冬
ご
も
り

暖
冬
の
鉢
に
か
け
や
る
寒
の
水

わ
が
膝
の
小
さ
く
な
り
ぬ
寒
日
差

寒
卵
黄
味
の
二
つ
の
盛
り
上
る

み
ち
の
く
や
ど
か
雪
降
り
て
春
立
て
り

◎
四
月
第
四
日
曜
は
、
吟
行
会
の
予
定
で
す
。

　
鈴
木
鉄
二
郎

佐
久
間
富
士
夫

　
　
　
佐
藤
　
善
夫

　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

　
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
岡
崎
澄
子

　
　
　
川
村
　
静
枝

　
　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

鈴
木
貞
二
選

　　酵し　“～魍1　o、
μ1‘L

　桝1　匿1
”一酬．
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歴史とロマンのわがまち『劇署』を知り

　r新しル輔自篇の諫窃響く鯵』を考える4

　一講演会とパネル・デイスカッションのお知らせ自

　　　　　　　　　日時　5月3日（幻　午後1時30分～午後4時
　　　　　　　　　会場　白石市中央公民館

講演会　午後1時30分～午後3時

幽テーマ

園講師

　
　
　
櫛

東北大学名誉教授

文学博士　高橋富雄先生
高橋富雄先生のプロフィール

1921年、岩手県に生まれる。

槍43年、東北大学法文学部国史学科卒業。

東北大学教授（教養部）を経て、1985年退官。東北大学名誉教授。

　　　現在盛岡大学文学部長。福島県立博物館長。

主要著書：「奥州藤原氏四代」　「みちのくの世界」

　　　「義経伝説」　「みちのく一風土と心一」

　　　「宮城県の歴史」　「蝦夷」その他多数。

パネル●ディスカッション 午後3時～午後4時

　心パネラー　　　東北大学名誉教授高橋富雄氏

　　　　　　　　成城大学教授　　我妻建治氏

　　　　　　　　白石市長　川井貞一氏
　　　　　　　　　我妻建治氏のプロフィール
　　「鷺一、　雛無難鴇藻史学専攻博士課，呈終了

　く　　　
　　　　　ゴ，

　　　　“　　　　　　　　　　東北学院大学・清泉女子大学講師を経て文部事務官（日本学

　　　曾　　講灘ナ’成城大学文芸擁師’1978年’成城大学

　　　　　　　　　主要著書：「神皇正統記論考」　「日本学±院小史」

　主催：白石市・白石市教育委員会・白石商工会議所・七十七銀行白石支店

」5協賛：白石セブン会

わ
が
家
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

へ
晒
秒
0
勿
累
診
リ
　
　
　
ノ
鰍
考
辮
論
鷲
論
講
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
田
轟
小
砂
嗣
嘔
矧
野
藤
㌫
鞠

　
　
　
　
．
」
声
の
豪
麗
つ
、
め
　
　
　
　
　
瓶
畦
翻
。
　
　
踊
螺
野
罹
舳
讐
勤
や
響
粧
㌦
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
比

〔
贈
篇
一
個
干
し
し
い
と
濡
馨
耀
馨
入
れ
　
塑
．
　
謙
ω
≡
玲
書
M
、
、
．
…
挙
≡

　
た
け
4
～
5
枚
、
木
綿
豆
腐
半
丁
　
よ
く
混
ぜ
、
①
の
胴
の
中
に
し
っ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
「
．
　
　
　
　
　
　
　
隙
対

彫
艦
乳
ゴ
ボ
ウ
5
。
亀
鵯
穎
譲
諮
鶴
え
も
の
な
ど
参
れ
§
ら
に
髄
欝
謡
脚
講
鍔
曇
柵
謂
覆
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
臥
　
　
　
　
　
　
　
　
4

①
イ
ヵ
の
足
を
と
り
、
胴
の
中
を
き
　
蒸
す
。
好
み
の
大
き
さ
に
切
り
、
マ
　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
前

　
れ
い
に
洗
い
、
水
気
を
と
る
。
　
　
ヨ
ネ
ー
ズ
で
食
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
栄
養
価
が
高
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
　
　
　
　
値
円

留
は
具
の
つ
警
と
な
る
の
で
、
　
こ
れ
に
、
海
草
の
中
華
風
サ
ラ
ダ
れ
た
料
理
で
す
．
野
菜
嫌
い
の
子
ど
　
均
鑑
畿
鴻
謂
謝
聚
鍔
畿
鶏
留
翻

　
よ
く
と
き
ほ
ぐ
し
て
お
く
。
　
　
　
や
、
野
菜
の
酢
の
も
の
、
青
菜
の
あ
　
も
に
も
好
ま
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
5
　
　
　
　
　
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
イ
カ
の
足
は
熱
湯
を
と
お
し
、
o
，
～
‘
ン
～
ノ
～
－
〆
～
イ
ノ
～
ノ
～
イ
ノ
～
イ
イ
イ
ノ
～
ノ
♂
　

値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
円
　
　
0
0
0
0
8
5
0

④
葬
葬
麺
籍
ご
』
、
孫
で
す
か

　
　
　
“
雌
鑑
鑑
講
携
兇
諜
藁
紹
銘
H
6
鰯

チ
ー
ら
窃
－
そ
ろ
え
、
せ
ん
“
フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
（
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働く婦人の家

蜜霜騨扉

あな龍⑦施設℃蜜

お気軽に昌利用くだ電し亀〆
働く婦人の家は、女子労働者や勤労者家庭婦人を対象に、教養・趣味・いこい

等の場を提供し、日常生活をより豊かにするための施設として、女子労働者福

祉法に基づき、各種の事業を総合的に実施している施設です。

レ利用できる人　女子労働者・勤労者家庭の婦人・市内

　に勤務している方

　　　定期講座受講生募集
〉申込期間　4月1日～4月20日〉申込場所　働く婦人

人の家窓口か電話25－5095へ〉経費　受講料無料ただ

し教材費等は個人負担。〉託児　満3歳以上から就学前

までのお子さんを託児します。

レ講座開設時間　午前コース10時～12時　午後コース

　13時～15時夜間コース18時～20時

婦人講座生募集（前期8回コース）

〉申込期間　4月1日～4月28日〉申込場所　窓口ま

　たは電話で申し込んでください。〉経費　受講料無

料、ただし資料等は個人負担。〉対象　どなたでも

受講できます。

講座名
ノマツチワ
＿ク講座

木目込人
　・憂“

皮工芸〃

大正琴〃

籐手芸〃

社交ダン
ス　　丹

百人一首”

英会話〃

料　理〃

こけし絵

　　〃

己圭
口簿

書　道〃

洋　裁〃

手　編〃

着　付〃

期閲

4月

9
ウ

ケ

〃

月
2
1

4
ユ

躍　日

第1・3
　㈹
第1　3

第2・4
　咽（水1

第1　3

第2　4
　ヒ）

第1・3
　日
第1　3

第1　3
　日
第1・3
　〔水1

第2　4
　

七）

第1∠・3

第1・3
　田
第1　3
　日
第1・3
　一水）

第1・3
　1（

時　間

10：00～12：00

10：00～12：00

3：30～15：30

0：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～12：00

18：00～20：00

13：00～15：00

10：00～12：00

9：30～11：30

10：00～12：00

18：00～20：00

18：00～20：00

定員

20

15

15

15

20

15

15

15

25

10

20

15

15

20

15

内　　容

基礎から小

　　　の
気品のある

　　　慶
小ものからセ
カン“ノく・一ク

ス
流

『
城

］
琴

歩初

初級コース

初心者向け

百人一首の

中学程度

季節料理・バラン

　スのヒい食事
材料つきの教
オで帯べる
暮しの中の

初歩から
　｛　まで・
スカート・
　ブラウス
基礎から

　セーター
着物の常識と
　しい．’

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

日　　時

5月17日㈹

13：00～15100

5月31日（火1

〃

6月21日㈹

〃

7月5日（穴1

ウ

7月！9日（火1

8月2日㈹

ウ

8月30日（火）

〃

9月13日1火）

〃

テーマ・内容

はじめての出合い、わたしを語る

みんなで話し合お・う。

大きく変った女の人生

一どうする？あなたのこれから一

中年からをいきいき輝いて

一私の人生設計一事例発表

社会参加と私

一男女共同で良い社会を一

家庭内の夫の自立・妻の自立

支え合おう老いの日々を

一介護と食事一事例発表

私の家庭諭

一歩ふみ出そう

一心豊かな地域づくりのために一

備考

開
講
式

閉
講
式

◎る一ばるニットー日教室

〉日時　4月17日（日）10：00～15；00

〉内容　次の中から選んで申し込

　　んでください。　（見本あり）

〉申込締切　4月15日（金）

◎サークル会員募集（1か月2回）

　先の細いハサミ、めうち

◎くるみ絵教室

種　　類
ショルダーノ｛ック

クッション

材料代

約4，800円

約5，900円

サークル名

しゃくなげ会

水仙サークル

二まくさサークル

民謡おどりサー勿

曜日

第2．4（火）

第1，3〔火｝

第1ひ3（．ヒ）

第2．雌｝

時闇

10：00～12：00

ウ

〃

13130～15130

備考

前点茶む

バケット

ポシェット

ロングストール

約5，900円

約2，800円

約3，000円

池の垣お花）

手あみ

〉定員　20名

〉持ってくるもの　捨て糸少々

77

◎まゆの綱工教室

〉日時　4月21日（木）10：00～15：00

〉内容　コサージュ製作

〉材料代　1，000円位

〉持ってくる物

〉日時　4月19日㈹9130～12：00

〉内容　かぶと曳き人形1，800円

　　　　弓矢人形　　　　1，800円

〉受講料無料

レ持ってくる物　先の細いハサミ

　　　　めうち、おしぼり

〉申込締切　4月15日（金）

※婦人の家に見本があります。

※詳しくは、働く婦人の家智25－5095

　へお問い合わせください。

勤労青少年ホーム憂講生募集
★利用資格★　市内に居住もしくは勤務する勤労青少年。

★申込方法★　勤労青少年ホームに用意してある申込書で

　　　　　　　　申し込んで’ください。a25－3720で’
　　　　　　　　も受付けいたします。

★開館時間★　午後1時～9時
★休館日★　日曜日・祝日、年末年始（12月28日～1月4日）
※詳細問合わせは、

　　　　　勤労青少年ホーム：姪25－3720へ
　　　　　　　　　　　　お気軽にどうぞ。

教養講座（4月18日～3月17日）
講　　座　　名

日本舞鴫磯

羊 裁

書 道

茶道　裏千家流

斗半 理

社交ダンス

華道　池坊

華道　小原流

民 濁
缶

着 付

曜日

月

月

月

火

火

水

木

金

金

金

間土
寸

困6：31）～

困6：30～

田7：00～

PM6：30～

RM6：3｛）～

閣7：01）～

剛6：01）～

田6：31）～

閣7100～

PM6：31）～

定員

15入

15人

20人

15人

25人

20人

20人

20人

15人

15人

月額受講料

600円
材料費実費

450円（教材｝

400円（茶菓子）

材料費実費

料無

花代実費

料無

料無

持　　ち　　物

扇子、ゆかた一枚

裁縫道具一式、筆記用具

書．道道具一式

講座の中で説明

米11合位1

化革

花ばさみ・花器・剣山、筆記用具
（，無い方は先生に相談Fさい）

花ばさみ・筆記用具

本（1，000円1

きもの（ウール1・長儒絆・肌著・

すそよけ・半巾帯・その他小物

☆サークル活動は多くの仲間の友情で★

名　　　称

エアロビクスサークル

　
キ

ス
ト

ン
ス

ダ
ダ

ズ
【

ヤ
タ

ジ
ス

白石リコーダーコン
サート（器楽合奏1

カラオケサークル

囲碁・将棋サークル

ボウリング・クラブ

テニス・クラブ

ヨ日

水

木

火

金

土

水

木

噂闘

剛7：30

～8145

閣7：00

～9：00

RM7：00

～9：00

田6：00

～9：00

RM6：00

～9：00

剛6：かgm

剛6；30

～9：00

月額会費

2，000円
　～

2，500円

2，000円
　～

3，000円

料無

〃

〃

会からのメッセージ

健康増進・シェイプアソフーはもちろん、シャンピ

ビングや体力に自信のない方でも大丈夫！ロー・

インパケト・エアロビクスでリフレソシュしてみませんか1

リズム感、運動神経の向上に、みんなで楽しく汗

を流してみませんか？

身近で、手軽なリコーダーの含奏で、練胃と練習

後のむ茶会で心のハーモニーをo

歌好き・宴会好きの方はもちろん、聞き上手の

あなたも…ウ

勝負士の君、じつくり派のあなた、楽犬家のあ

需た　　日　　一ム　せ

国見コート〔ナイター，で、いい汗かいて

明日への活力をり

〆

○一図書館一〇
　　4月1日から本の貸出し登録番

　号の書きかえがはじまります。

　　（子ども読書室も同じ）

　　書きかえは、備えつけの用紙に

1住所・氏名・電話番号などを書い

iて出してください。初めて利用さ

！れる方は、受付で登録の手続きを

i済ませるとすぐに本を借りられます。

1移動図書館こまくさ号でも書き

汐えをしますので利用されるとき

1に手続きをしてください・

1☆林館日のおしらせ（4月・5月）

1鰯天皇誕生日、漏月末館内整理

1の日、箔憲法記念日、％国民の

醒論どもの日・％月末館

1★図書館利用あんない

●本は期間内に読めるだけ借りら

　れます。子ども（幼児から小学1
　校6年生まで）は5冊以内です。

●職場、家族、グループはまとめ

　て借りられます。

●借りられる期間は15日間（新刊

　雑誌は3日間）グループは1か
　　　　　　月問借りられます。

●読書相談、調査研究の図書資料

　の相談などのある方は、係に申

　し出てください。

★移動図書館こまくさ号の巡回

　日時変更のおしらせ（4月より
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〒939≒02、1，．、

萄着市末手町，藩1号二

禰固定資産課税台帳の

　　　　　縦覧期間にっいで

　固定資産課税台帳の縦覧を次に

より行います。

＞期日　昭和63年4月1日（斜から

　4月20日（掬まで（ただし、日曜

　日を除く執務時間内）

〉場所　自石市役所税務課

※昨年、相続，贈与，売買及び家

屋の新増築，取りこわし等を行っ

た方は、台帳を確認してください。

登録等に誤りがあった場合の修正

する期間でもありますので、ぜひ

ご来庁のうえ縦覧ください。

　なお、電話での問い合わせには

応じられませんので、ご了承願い

ます。

轡春σ）川干しを｛テいま’す

　　　　　火グ）元にご注意！

　用水路のしゅんせつと補修のた

め春の川干しをします。各家庭と

も周囲や占用箇所の溝払いをする

とともに火の元にご注意ください。

レ期問　4月9日（土）午前6時から

　4月11日（月）午後5時まで（3日間）

卜区域　白石土地改良区管轄用水

　路全域

1たばこは　　　　　　i
　市内で買いましょう”i

」9

傘米飯給食の実施画数と

　　　　　　給食費について
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l　自石市学校給食運営審議会の答1

鷺礁灘鎧灘
1　　　　　　　　　　　　　　‘
1することにいたしました。これに！
iより、米飯給食は副食費の関係h、　1

毒　　　　　　　　　　　　l
l1食あたり4円程度給食費が値L　l
l　　　　　　　　　　　　　　llりすることになりますので、ご了黛

播願い輸一妬市教育頽会ヨ

　毅《賑力遡うオ谷鵜哺猶しあげます

　社会福祉事業や教育の充実のた

め、ご寄附をいただきました。

○福中創立40周年事業

　　実行委員長　志村幸一氏

○樋口春男氏の遺志により（南寺前）

○村上實氏（大平森合）

Oソニー白石セミコンダクタ㈱様

○中ノ目土地改良事業共同施行

　　委　員　長　松野省三氏

○第二幼稚園保護者会

　　会長渋谷京子氏
○川村照男氏（郡山）

O農協　理事長　三澤賢吾氏

○小原春雄氏（大平中目）

O高沢歯科医院

　　医院長　高沢富士雄氏（柳町）

○㈲高沢衣料店

癌火ヌれを行う場禽は

　　　　　　q　A　ヌ

★火入れとは

　土地利用上の目的をもって、そ

の土地の上にある木，雑草，堆積

物等を面的な広さで焼却する行為

をいいます。

★許可内容は

　次の土地利用の目的です。

①地ごしらえ

②開墾準備

③害虫駆除

④焼畑

⑤採草地区改良

★火入れの範囲と対象は

　森林または森林から1km範囲内

の場合は許可が必要です。また、

この範囲内であれば、田畑のあぜ

焼き、河川の堤防、道路の周辺に

ある雑草等の焼却も火入れの対象

となりますので注意しましょう。

　なお、火入れ規制の対象となら

ない場合でも、消防法による「揚

煙行為」として届出をしなければ

ならない場合もありますので留意

してください。

※詳しくは、市農林課林務係盈25

－2111（内線224）へお問い合わせ

ください。

ゆ貯蓄と税

　昭和62年度の税制改正で、マル

優、特別マル優、郵便貯金の非課

税制度が老人等に対する利子非課

税制度に変わりました。

　この改正により、非課税制度の

適用を受けない利子については、

原則として昭和63年4月1日以降

支払われるものから、20％の源泉

徴収だけで課税関係が終了する「源

泉分離課税」が適用されます。

　詳しくは、最寄りの税務相談室

や税務署にお尋ねください。

　　　　　　一大河原税務署一

　毒満ア1歳以．1．の方ll

　　　　市載老祝金を贈呈します

　　本年12月31日までに満77歳以上

　　（明治44年12月31日以前の出生者）

　　になる方で、本年3月31日現在に

　　おいて、日本の国籍を有し、白石

　市に住所を有する方に市敬老祝金

　　を贈呈いたします。

　○敬老祝金の額　年額5，000円

　○持参するもの　通知書、印鑑

　○その他　受領は代理人でも可

　　※通知書は4月15日付で発送しま

　すが、該当される方で通知がない

　場合は市社会福祉事務所総務係君

　　25－2111（内線154）にお申し出く

　ださい。

鳩　　　　　日　程　表

　　○日時9：00～16：00（各所とも）

地区
白　石

河越

斎　川

大平

大曙沢

臼川

福　岡

小原

月　日

4月22日

4月21日

〃

場 所

白石市社会福祉事務所

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

臼石市社会福祉事務所

大曝’尺事務連絡所

臼川事務連絡所

臼石市社会福祉事務所

小原事務連絡所

圃白石市奨学生の

　　　　　募集について

　市内に1年以上住んでいる方の

子弟で高等学校以上の学校、また

は、これと同等の学校に在学する

学術優秀、品行方正、心身ともに

健全で、経済的事由により学資の

支弁の困難な学生を対象に奨学生

を募集します。

O募集人員　大学生：5人以内

　短大生：3人以内　高校生：2

　人以内　　（応募状況により変更

　することがあります）

o貸付金の額

　大学生　月額20，000円

　短大生　月額20，000円

　高校生　月額10，000円

※申請の手続きなど、詳しくは、

教育委員会事務局総務係費25－211

1（内線414，415）へどうぞ。

■糖尿病教室

　　　　受講生を募隻します

r㎜憾颪麺界の願い画
1・4月7日はr世界保健デー」・

1　4月7日は、WHOが誕生した
1日を記念した・「世界保健デー」

　です。WH　Oでは予防接種拡大計

　画のほかにも、環境衛生や精神衛

　生の向上、医療技術の研究など、

　さまざまな保健衛生の分野で活動

　しています。
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　糖尿病は生涯にわたり療養の必

要な病気です。同じ病気をもつ仲

間と話をしたり、食事や生活のし

かたを勉強してみませんか。

○日時　5月20日（金），6月6日（月），

　6月24日㈹，7月15日（金），8月

　10日（水），9月5日（月）

　　午前9時30分～午後1時30分

○会場　白石市健康センター

o申込み　現在通院中の方は、主

　治医に、市外に主治医をおもち

　の方は、市保健衛生課唇25－2111

　（内線604，605）にご相談ください。

○受付期問　4月15日～5月10日

O教材費2，000円

○主催　白石市刈田地区地域医療

　対策委員会、白石市医師会、白

　石市、仙南保健所自石支所

圃かるた会員募集　日時：毎週火曜日午後7時～9時

翻青年海外協力隊員募集

O募集期闘　4月中旬～5月末日

○応募資格20歳～35歳

○派遣期間　2年間

O派遣業務農林水産、土木建築、

　教育文化、スポーツ等約130職種

○間い合わせ　宮城県総務部総務

　課国際交流係君022－263－2111（2342）

翻青奪の船団員募集

○運航日程

　8月20日（土）～8月31日（水）12日間

○訪問先　中華人民共和国

　　　　（上海市、無錫市）

○応募資格　①20歳以上30歳未満

　の男女　②過去に県青年の船団

　員となったものを除く

O活動内容　船内での研修活動の

　ほか、訪問先では歴史的遺跡、

　教育文化、産業、経済施設の視

　察及び中国青年とのスポーッ、

　交流会などを行います。

○経費　参加負担金　　165，000円

　　　　諸経費　40，000円
○募隻人員　県全体　324人

○申込み期間

　昭和63年4月1日（金）～5月16日（月）

○問い合わせ先　自石市教育委員

　会社会教育係費25－2111（内線412）

鋸寿山団地募集のご案内

　　〈申込み受付期問〉

　　昭和63年4月22日（金）～30日（†，

　◇一般分譲住宅　　　　　5戸

　◇地域振興住宅　　　　　5戸

　　　（市の援助と公庫割増融資付）

　◇地域特別分譲住宅　　　5戸

　　　（県の援助と公庫割増融資付）

　◇宅地分譲　　　　　　20区画

　　※詳しくは、自石市役所建設課費

　　25－2111（内線263）または、宮城県

　住宅供給公社・船迫現地案内所奮

　　0224－57－2184へお問い合わせくだ

　　さい。

場所：臼石市中央公民館　紹

申込み　326－3238高橋まで
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広瀬医院＠5）0238
　　内　　　　　科

三三ギ甫クリニツク　（25）6854

刈田病院（25）2145
海上医院（25）1501
亘理医院（25）8501
柿崎医院促5）2210
大沼医院（25）2502
広瀬医院（25）0238
三享甫クリニック　（25）6854

トタ 斗孝

刈田病院（25）2145
朝倉病院留5）2101
刈田病院（2励2145
斎藤医院（25）1222
堤医院（25月181
刈田病院（2512145
銭谷医院（25）2010
宮城医院（25）2062
加藤（大）医院　（26）2653

舞

※都合により変更になる場合もあります。

　　　　　定例相 談
（4月分）

相談匿分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

ヘルスパイオニアタウンの集い

　去る2月20日、中央公民館にお
いてヘルスパイオニアタウンの集
いが開催されました。東京オリン
ピックなどで大活躍をした、池田
敬子日体大教授の「間違いだらけ
の健康法」という講演を聞き、正
しい健康管理にっいて学びました。

　　　羅入口の動き　3月1臼現存

無料法律
相　　談

障害　者
相　　談

青少年
相　　談

相談9
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10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10100～

　15：00

lO：00～

　12：00

9：30～

　15：00

10＝00～

　15：00

10：00～

　15：00

13100～

　14：00

10：30～

　11：30

10二〇〇～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

9：00～

　17：00

場　所

白石市役所
1階市民室

臼石市役所2階

第2会議室

臼石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

自石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階
青少年相談

　　センター
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結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人問関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

人r］42，543人男20，898．～、女21，645人世帯11，6925 20
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